国立公園とその周辺地域における保護と利用の課題　－地域の生活と連携した新たな展開の可能性に向けて－ by 加藤 峰夫
国 立 公 園 と そ の 周 辺 地 域 に お け る 保 護 と 利 用 の 課 題
ー 地 域 の 生 活 と 連 携 し た 新 た な 展 開 の 可 能 性 に 向 け て ー
加 藤 峰 夫 ( 横 浜 国 立 大 学 経 済 学 部 )
1  . 国 立 公 園 と は 何 か 一 国 立 公 園 の 誕 生 か ら 現 在 ま で -
・“National Park "ー ア メ リ カ で 誕 生 、 新 大 陸 諸 国 で 発 展
・自 然 と 文 化 ( 歴 史 ) の 保 護 と 、 国 民 全 体 に よ る 公 園 と し て の 利 用 0
・国 立 公 園 (National Park) か ら 世 界 遺 産 ( W o r l d Heritage) ヘO
・日 本 の 国 立 公 園 制 度 の 特 徴 と 問 題 点 。
地 域 制 公 園 、 地 元 の 協 力 と 既 存 の 観 光 基 盤 を 前 提 、 環 境 省 vs .林 野 庁 、 乏
し い 公 園 管 理 予 算 と 人 員 ( レ ン ジ ャ ー ) 、 生 態 系 保 護 の 観 点 の 弱 さ ，
等 々 。
2  . 国 立 公 園 の 価 値 と は 何 か
・ア ウ ト ド ア ・ レ ク リ 工 ー シ ョ ン の 機 会 の 提 供 。
・自 然 と 文 化 ( 歴 史 ) の 生 き た 教 室 。
・水 源 の j函 養 、 国 土 保 全 、 地 域 的 な 気 候 の 安 定 化 0
・生 態 系 の 多 様 性 の 保 全
・地 球 規 模 の 環 境 変 化 に 対 す る 防 波 堤
・地 域 経 済 へ の 貢 献 。
3  . 演 と し て 自 然 を 「 保 護 J し 「 利 用 J す る こ と の 困 難
・国 立 公 園 の 新 設 ・ 拡 大 と 他 の 産 業 活 動 の 対 立 。
・国 立 公 園 の 価 値 の 認 識 不 足 → 貧 弱 な 管 理 体 制 ( 予 算 、 人 員 、 知 識 )
・迫 り 来 る 開 発 の 波 : 国 立 公 園 の 周 囲 の 開 発 か ら の 影 響 。
・『過 剰 利 用 (uver Use) .] ( 愛 す る あ ま り 殺 し て し ま う ) 0 踏 み つ け に よ
る 土 壌 崩 壊 、 ゴ ミ と 尿 尿 処 理 、 車 に よ る 渋 滞 と 利 用 者 に よ る 混 雑 、 生 態
系 ( 動 植 物 ) の 変 化 、 等 々 o
4  . 適 切 な 保 護 と 利 用 の た め の 対 策
・管 理 の 2 つ の ポ イ ン ト r生 態 系 保 全 」 と 「 良 好 な 自 然 体 験 の 確 保 J 0  
・さ ら に 重 要 と な る 「 管 理 活 動 J0  
・「 利 用 を コ ン ト ロ ー ル す る J と は ど う い う こ と か ?
・コ ス ト の 分 担 も 重 要 な 課 題 。
適 切 な 管 理 が 国 立 公 園 の 価 値 を 高 め る 。
5  . 国 立 公 園 発 展 の 鍵 と な る の は 地 域 社 会 と の 連 携
・地 域 社 会 に と っ て の 利 益
・地 域 社 会 に と っ て の 不 利 益
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- 地域社会に期待される理解と協力。・国に求められる適切な対応と制度整備。
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